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1　 は じめ に ．

　携帯電話 の バ ッ テ リーや コ ン ピ ュ
ー

タ の タ

ッ チ パ ネル ，ガ ソ リン ス タ ン ドの 静電 気除去

な ど生活に広 く応用 され て い る導電性 プラ ス

チ ソ クは，中学校や高校化学の 発 展学習や課

題研 究 ， 化 学オ リ ン ピ ッ ク の テ
ー

マ と して も

携わ れ て い る。［1】［2亅中学生や高校生が自作 し

た導電性 プラ ス チ ッ ク の 電気伝導度を通常 の

デ ジタ ル マ ル チメ ータ（テ ス タ
ー）を用 い て 測

定 した場合 ，電流，電圧 計の 端 子 と導電性 プ

ラ ス チ ッ ク の 接触部に接触抵抗 が生 じ ， 導電

性 プ ラ ス チ ッ ク の 電気抵抗が 正確に測 定で き

ない 。そ こ で ，学校現場で 中学生，高校生 で

も扱 える簡易四 端子測定 装置 の 開発 を行 っ た。

2 　 簡易 四端 子 測定装 置 の 開発

　　正規 の 四端子 法で は 導線 に金 線を用 い る。

こ れ は抵抗が非常に 小 さい た め で あ る 。
し か

し金 線は非常に切れ やす い た め ， 簡易 四端子

測定装置に は ベ リリウム 銅線を代用 した。ベ

リ リウム銅線 は弾性に富ん でお り，圧 着す る

の に適 し て い る。また ，電流 が大き い と試料

が損壊す る可能性 があ る の で ， 電流 を絞 るた

めに電源 と試料台の 間に 1k Ω の 抵抗 を組み

込 ん だ。図 3 で は 電源 に単一電池を用 い て い

るが，よ り再現性 を確保す る には ，定電流電

源装置を用 い る こ とが望 ま し い 。約 400 円の

材料費製作で きる 。 で

1k Ω抵抗

3　 授 業実践

　岡 山 県 立倉敷 天 城高校 の 生徒を対象 に 授業実践

を 行 っ た。ポ リ ピ ロ
ー

ル をス テ ン レ ス 電極状 に電

解 合 成 し，そ の 電気伝導度を今 回 の 簡易 四端 子 測

定 装 置 で 測定 し た 。ま た 授業 とは 別 に正 規 の 四端

子 法 で 測 定 し た デ
ー

タ も表 に 示 し た。

測 定結果

試料 電気伝導度（Ωm
−
2）

四端子 法 簡易法

試料 1同 30 ，41 29，91

試料 2［6】 79．41 77．41

試料 3［7】 529．4 462 ．3

試料 4［8】 4425 4115

黨

両者 は大変良い
一致 を示 した。

4 　 ま と め

導電性 プ ラ ス チ ッ ク など新 素材 の 薄膜 の 電気

抵抗 を接触抵抗をお さえ、正 確に 電気伝導度 を

求め るに は四端 子測 定法が用 い られ る 。 よ り簡

易に 、 短 時 間で測定で きる安価 な四端 子測 定装

置を作 製 し，そ の 精度に つ い て検討 した 。 端 子

付 けやは ん だ付 けな ど の 手間の か か る作業 を

略 して ，試料 の 抵抗値 の測定を短 時 間に容 易に

行え る 工 夫 した。こ の 装置を用い る と中学や 高

校 の 課 題研 究や発展学習に使用可能 とな る 。
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